
人
、
前
回
叉
肪
へ
被
積
、
冗
文
七
年
八
月
品
川
九
日
制

段
、
男
子
は
波
宮
を
命
ぜ
ら
れ
る
と
あ
っ
て
、
こ
の

時
に
断
絶
し
た
。

ア
ギ
シ
ガ
ハ
阿
崇
川

郡
を
鼠
主
山
小
石
に
設

L
J阻
抗
し
て
千
代
を
縦
、
南
に
宝
っ
て
泌
に
入
る
。

統
根
八
粁
。

北
野
川
と
も
い
ふ
。

ア
ギ
シ
ゴ
ウ
阿
岸
溺

邸
主
郊
に
臨
し
、
滞
政

時
代
で
は
、

出
禿
・大
切

・
江
尚
・
二
V
A
・
小
山
・祁
J

木
・新
町
分
・鍛
治
屋
・中
山
・南
・抽
出
・際
部
・北
川
-

n
底的
・千
代
獄
焔
・小
泊
・山
是
仙
の
十
八
ヶ
村
を
笥

υ
で
ゐ
た
。

ア
キ
ジ
マ
リ
オ
ウ
ケ

秋
縮
御
諮

組
政
治
の
」l

村
ハ
平
十
村
又
は
御
扶
持
人
十
村
)は
、
秩
品
苧
彼
停
に

入
る
時
は
、
各
村
肝
煎
・組
合
…
凶
-Q
・U
姓
を
己
の
ん
戒

に
刀竹
内
却
し
、
前
年
の
作
柄
に
岡
山
献
な
き
が
放
に
れ
入

。
次
第
苅
取
り
、
歩
人
御
定
に
従
う
て
納
砲
し
、
夫

鋭
も
r
m
九
且

H
一合
H
ま
で
に
上
納
す
ベ
〈
、
そ
の
皆

務
せ
ざ
る
間
は
新
米
を
食
間
に
供
し
、
戒
は
政
務
排

慌
の
お
に曲
目
前
し
得
ず
、

文
阪
に
皆
測
し
た
る
時
は

皆
憐
献
を
得
て
之
を
提
出
す
べ
し
と
い
ふ
如
き
候
引

を
列
思
し
た
同
鴨
川
に
旅
印
せ
し
め
る
。
之
を
秋
縮
御

前
と
い
う
た
。
こ
の
帳
加
は
一
村
侭
に
作
。
、

一
組

の
分
が
取
締
う
た
時
は
、
十
村
か
ら
附凶作
治
行
に
飛

闘
を
た
ら
せ
、
指
年
の
枚
納
は
御
政
人

・
給
人
知
共

に
皆
併
す
べ
く
、
配
下
各
村
茶
臼
ま
で
に
枚
縮
御
耐

を
徴
し
て
見
届
け
た
と
い
ふ
こ
と
を
注
進
す
る
。
秩

紡
御
前
を
お
し
た
る
も
の
は
、
そ
の
後
に
主
り
決
し

て
述
作
を
巾
立
て
る
こ
と
を
得
ぬ
。

ア
キ
ツ
ネ
秋
常

能

史
加
山
上
棚
田
に
印
刷
す
る
部

町問
。ア
キ
ノ
合
レ

秋
の
く
れ

一
加
。
小
松
の
例
入

子
皐

・
桃
方
組
ω

明
和
七
年
、
加
到
小
松
彼
。
編
者

の
震
句
及
び
辿
句
を
集
め
、
巻
末
に
は
桃
山

・
野
冬

ア
キ
l
ア
サ

二
人
を
加
へ
て
、
近
郷
探
勝
の
相
廿
興
槌
吟
を
禄
へ
て

ゆ
的
司
令
。
ア
キ
ノ
ポ
ウ
秋
の
一
窃

仙
人
。
も
と
石
川
淵
鶴

来
の
径
と
も
い
ひ
、
金
抑
魚
附
陸
何
某
の
隠
民
と
も

い
は
れ
、

金
制
作
卯
反
山
地
呂
寺
の
別
掌
に
住
み
、
北
校

そ
の
他
と
交
仰
怖
か
っ
た
。
手
保
三
年
正
且
四
日
間
目
。

法
蹴
寂
玄
院
日
明
。
そ
の
時
即
川
と
し
て
停
へ
ら
れ
る

『
正
月
四
回
よ
ろ
づ
比
例
を
去
る
に
よ
し
』の
句
は
、

正
徳
二
年
百
花
堂
文
志
の
印
行
し
た
布
ゆ
か
た
に
、

伊
勢
の
涼
苅
が
大
援
の
謝
竹
迫
遊
の
岱
に
し
た
も
の

と
し
て
絞
せ
て
あ
る
か
ら
、
秋
の
坊
の
作
と
す
る
は

践
で
あ
る
と
い
ふ
。
し
か
し
思
同
の
正
且
四
日
で
あ

る
こ
と
は
、…辿
品
寺
の
泊
去
艇
に
も
、
支
考
の
獅
子

物
妊
に
も
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

ア
キ
ハ
マ

秋
涜
河
北
部
金
祁
庄
に
町
田
す
る
部

孫
。
ア
キ
モ
ト
サ
マ
ノ
ス
ケ

秋
元
左
馬
允
初
め
越

前
松
平
山
山
一
自
に
仕
へ
た
が
、
忠
直
の
配
統
の
際
前
川

利
市
に
御
一
期
と
な
っ
て
七
十
五
討
を
給
せ
ら
れ
、
子

忠
布
川
削
門
も
亦
(
久
と
uhに
三
十
討
を
受
け
た
。
忠
右

衛
門
の
一
ナ
問
問
助
は
前
川
綱
紀
か
ら
百
討
を
級
せ
ら

れ
、
延山
H
五
年
説
。
奥
助
か
ら
第
四
代
幸
次
郎
雄
也

に
主
っ

て
家
断
絶
し
た
。

ア
キ
モ
ト
マ
サ
ト
ミ

秋
元
雄
窓

逝
椛
は
幸
次

郎
。
銭
何
十
二
年
父
喜
一
エ
右
衛
門
袋
肱
の
治
知
百
五

十
石
を
袈
ぎ
、
組
外
に
列
し
た
が
、
向
若
年
で
あ
っ

た
お
.
叔
父
胤
(
力
柴
山
一
白
助
が
同
居
後
見
し
て
ゐ

た
。
然
る
に
百
助
は
博
開
民
宿
を
な
し
て
吟
味
申
尚
一押

自
殺
し
、
雅
円
帥
も
明
和
二
年
十
二
Hn
サ
四
回
収
お
に

磁
せ
ら
れ
た。

ア
キ
ヨ
シ

世間
。

秋
吉

珠
洲
榔
木
郎
郷
に
臨
す
る
部

安
門
持
寺
峠

ア
グ
ジ
h
F
ウ
ゲ

期
制
岡
部
越
タ

口

中
平
閣
の
峠
始
。

日
さ
二
七

O
米。

ア
ヲ
ト
ノ
フ
チ
安
久
酒

淵

石

川
市
白
山
比
呼

訓
枇
は
も
と
手
取
州
安
久
間
の
淵
の
上
な
る
安
久
部

ヲ

a'iaτ

の
森
に
鎮
座
し
た
。
そ
の
腕
を
今
古
宮
と
い
ふ
。
設

し
白
山
路
時
制
批
は
、
創
立
の
初
か
ら
こ

与
に
在
っ

た
の
で
、
一
岬
主
家
の
儲
設
に
、
舟
間
山
か
ら
安
久
摺

淵
の
上
に
還
り
給
う
た
如
く
一
一
一
回
ふ
も
の
は
、
何
等
の

抽
出
が
な
い
。
文
明
イ
二
年
十
且
匙
段
焼
亡
の
後
、
三

J
{

昌
り
駐
般
に
諮
座
L
、
迭
に
そ
の
ま
L

と
な
っ

た
。
元
職
十
三
年
版
行
の
草
庵
集
に

『
紳
主
や
飴
わ

き
ば
さ
む
岩
の
上
校
束
』
と
あ
る
は
、
安
久
鴨
川
淵

あ
た
り
の
こ
と
で
あ
ら
う
。

ア
ケ
ガ
ラ
ス
イ
ネ
ン
暁
烏
依

然

石

川
郡
出
城

に
在
る
長
宗
来
援
明
諮
寺
十
七
代
の
品
川
で
、
月
千徳
蹴

び
に
商
〈
、
叉
奇
行
が
多
か
っ
た
。
著
書
に
二
種
採

信
講
話
等
が
あ
る
。
明
治
官
六
年
五
十
歳
で
寂
。

ア
ゲ
チ
上
地

神
社

・
仰
寺
又
は
武
士
が
、
従

来
滞
か
ら
受
け
て
ゐ
た
屋
敷
を
、
務
に
返
上
し
た
場

合
に
、
そ
の
地
を
上
d
q

地
と
い
ふ。

ア
ゲ
ハ
ラ
ヤ
マ

揚
原
山

能
曲
目
初
期
木
野
の
西

方
に
往
る

山
。
高
さ

四
八
七
米
。
山
惚
石
英
粗
削

岩。
ア
ゲ
ハ
ラ
ヤ
マ

翠
原

山

石
川
郡
見
定
に
在

る
。
副
さ
九
五

O
米。

山
岡
山
第
三
紀
M

問
。
電
路
見
定

か
ら
頂
上
ま
で
二
粁
。

ア
ケ
ポ
ノ
明
ぼ
の

一
加
。
金
相
仰
の
制
人
大
治

組
の
鐙
句
集
で
、
金
域
密
林
資
氏
堂
の
印
行
で
あ
る

が
、
そ
の
刊
年
は
不
明
で
あ
る。

ア
ゲ
マ
イ
上
米

間以隠
六
年
加
賀
務
が
銀
札
の

震
行
を
媛
止
し
た
後
、
府
一
陣
最
も
窮
乏
し
た
か
ら
、

諾
士
を
し
て
知
行

五
百
石
以
上
は

百
石
に
付
き
十

石、

以
下
傾
次
選
滅
し
た
容
で
、
務
に
米
経
を
献
納

せ
し
め
た
。
こ
れ
は
諸
士
の
自
渡
的
に
な
し
た
怒
M

に
な
っ
て
陪
た
か
ら
上
げ
米
と
い
っ
た
。
上
げ
米
は

十
年
に
車
っ
て
援
し
、
明
利
八
年
一作
び
之
を
納
め
し

め
た
時
か
ら
は
似
知
と
い
ふ
名
義
に
し
た
。

ア
サ
カ
イ
チ
ノ
カ
ミ

浅
香
市
正

抽
出
呑
三
郷
の

二
男
で
、
作
左
衛
門
の
弟
。
大
坂
一
件
役
に
従
軍
し
、

背
屋
口
で
敵
泊
一
つ
を
討
取
っ
た
が
、
後
取
に
よ
っ

て
能
穏
に
流
さ
れ
、
=
一
知
と
脱
し
た
。

ア
サ
カ
カ
ズ
サ
ト

浅
香
三
郷
治
相
刷
出
雲

・
左

馬
助
。
本
姓
場
設
氏
。
初
め
初
生
氏
郷
に
仕
へ
、
陸

奥
安
政
械
を
守
っ
て
安
績
を
氏
と
し
た
が
、
後
抽
出
容

に
改
め
、
隊
長
十
九
年
前
凶
利
市
に
牝
へ
、
元
利
の

一
品
役
に
泊
二
つ
を
泌
た
。
知
行
は
元
利
元

・
二
年
士

帳
に
M
m
担
制
三
千
石
抽
出
呑
左
仰
向
助
と
見
足
、
抱
永
凶

年
士
銀
に
は
川
内
細
則
三
千
七
百
五
十
訂
抽
出
呑
左
山
内
助

と
あ
っ
て
、
そ
の

七
百
五
十
羽
は
奥
カ
知
で
あ
っ

た
。
鴨
川
永
十

一年間問。

ア
ザ
カ
サ
ヲ
ザ
エ
モ
ン

浅
加
作
左
衛
門

抽出呑

三
郷
の
嫡
子
。
覚
、
氷
十

一
年
治
知
の
内
二
千
王
百
討

を
受
け
、
抽
出
番
氏
を
抽
出
加
に
政
め
、
同
イ
九
年
現
し

た。
ア
サ
ガ
ダ
ケ
ジ
ヨ
ウ

麻
ヶ
話
城

山
榔
ヶ
伐
又
麻
ヶ

級
又
は
羽
ヶ
以
に
作
る
。
一
に
と
ん
の
城
と
い
ふ
。

臨
時
梢
久
江
か
ら
京
に
お
る
蹴
ヶ
谷
に
在
る
。
弘

治
三
年
池
井
口
μ
降
之
を
築
い
た
が
、
長
約
辿
の
お
に

陥
れ
ら
れ
、
天
正
四
年
に
は
越
後
輩
が
上
杉
綾
部
義

辰
を
こ
訟
に
山む
い
て
、
七
回
出
械
に
附
へ
し
め
た
と
い

.品。ア
ザ
カ
ト
モ
サ
ト

浅
加
友
郷

幼
名
左
太
郎
、

後
左
藤
次
。
九
丞
活
郷
の
子
。
文
怨
を
好
み
て
詩
献

を
作
り
、
最
も
向
山
記
に
し
て
一
た
び
見
聞
し
た
こ
と

を
決
し
て
忘
れ
な
か
っ
た
。
平
保
十
二
年
五
且
四
日

夜
し
た
。

ア
サ
カ
ハ
シ
ン

朝
川
師向

大
理
寺
の
士
桜
江
丈

五


